








いて、 「当時の欧化の風潮に抗し、明治の教育制度に批判的な立場から」 （ 『二松学舎百年史』序
（
という語られ方をするこ






















は正学派朱子学を旨とし と推定される。後者は朱子学系解釈に限定したとは考えられず、金陵が正学派朱子学ではなく自ら奉じた「折衷学」 学問所に持ち込 う たものとみなされる。初等教育に 正学派朱子学を維持する一方で、その上位にある学問所のより高等 教育 朱子学に拘泥しない、より博い学問をめざした可能性がある 更に言えば、朱子学をベース した初等中等教育 次の階梯として学ぶ内容は、漢学であ ば折衷学・考証 （あるいは陽明 （などがあり得漢学以外にも国学や洋 を学ぶ者も多 見るべきであろう。
ついで、一八六八～七七年（明治元～十年（の間、幕府機関に起源をもつ文教機関が新政府に移行した後、高等教育とし





















































































































































































































































































和漢学を講じた教官のうち、帝国大学改組後もなお教授として留まった者は、法制史の小中村清矩、考証学の島田重礼、水戸史学の内藤耻叟、国文法を講じた物集高見の四人だけで、特に漢学では島田重礼が唯一であった。他に、古典科生徒の在学中に限って、南摩綱紀（宋学に関する知識が期待されたか（と、水戸 の流れを汲む久米幹文が、一年更新の講師を嘱託された。帝国大学への改組に当たり、何が国家に須要な学問であるかが吟味されたと見ることができるならば、ここから和漢古典に関する旧 なかで高等 育 内容として何 選択 のかを知る材料になりう はずである。
この時期、島田重礼（一八三 ～九八（はどのような学問を講じていたのであろうか。 『東京大学年報』 「内外教師教授等
申報」によれば、一八七九年（明一二（九月～八五年（明一八（七月の時期、法学部・文 部（和漢文学科・哲学科・古典講習科
（
の学生に漢籍を講義または輪読を行っている。講義科目は「漢文学」 「支那哲学」 「経学史学」等で、 「支那哲学」
































































二月十日「論孟子政事」 、二月十七日「闢異端」 、二月二十四日「楊朱墨翟・荀子」 、四月二十三日「荀
子」 、四月三十日「道学家、老子履歴」 、五月五日「老子学術」 、五月十二日「老子学術・荘子
 逍遥遊」 、五月二十六日
「荘子
 斉物」 、六月二日「列子」 、六月九日「道家之摂要細流」
十月一日「墨子」 、十月八日「晏子・名家・兵家・法家」 、十月十四日「管子」 、十一月五日「商子」 、十一月十二日
「申不害・韓非子」 、十一月十九日「周ノ大尾」 、十一月二十六日「漢以来ノ学術・書・詩」 、十二月三日「礼・春秋・論語」 、十二月十日「漢初儒者・賈誼」（一八八七年
（




 胡瑗・孫復・周茂叔」 、三月十二日「周茂叔」 、四月二十二
日「周茂叔・二程」 、四 二十九 程明道





























































































































































も役だっ と回顧している。西洋語を習得して洋 を ぶ階梯として、漢学が重要視されているのであり、漢学は洋 と全く矛盾するものではなかったのである。
それらは本来、大学における高等教育の内容と言うよりも、中等教育課程における課題というべきであるが、中等教育機










教科が国史・東洋史・西洋史 分科したこ はよく知ら ているが、 「国語」の名称もまた大学 学科名称である国語国文学科（一八八九年（に先んじて一八八六年に尋常中学校の学科名として始まっている。その後、小 校の教科名が「読書」「習字」から「国語」となり、初等・中等教育課程における一貫した「国語」教科が完成するのは、漸く一九〇〇年のことである。後発の中学校が、むしろ後進ゆえ 大学等 比べて新しい 目を定め得た面があったのではないだろうか。
一八八六年は教育制度史上 画期であるが、この時期、帝大への改組によって不遇感・危機感を抱いた古典講習科の生
徒・卒業生たちは、一八八六年一月に「東洋学会」という学会 発足し、同年十二月より月刊誌『東洋学会雑誌』を発行した。学会創設の首唱者である市村瓚次郎は、会の目的として「日本支那及印度等ノ事物ヲ尋繹シ博ク学理ヲ研究スル」ことを掲げている。



















し、現今日本で行われている 術のうち、このまま順調に進歩していくことが見込まれる理科系分野（物理学・化学・数学・天文学・器械学・土木学（と、こ ままでは順調な進歩が疑われる人文社会系分野（文学・字 ・画学・道徳学・実用経済 （があると述べる。その上で、日本語・日本文の改良について、①文字、②語辞、③文章、④詩歌に分けて意見を述べる。①文字については、ひらがな・カタカナと通常使 約三〇〇〇字の漢 を標準とすべきことを説く。②語辞については、漢文訓読語・翻訳後等による乱れを矯正すべきことを説く。③文章については 言文一致論が実用に適さないことを述べ、現行の六種の文体（擬古文・漢文・漢文訓読体・翻訳体・通俗文・書簡文
（
について論評し、また日本文を中国
文・西洋文と比較してそ 得失を論ずる。西村の主張は、文章の格が時代を下 にしたがっ 低下したとする世評に反対し、 「論説の文に至りては、此十年以来の文章は、大 進歩して、邦文にて古来未曾有の域に達」した する。そして言文一致論等の日本文改良論はそれぞれ一理あるが 「兎も角も日本 文章の位格、力量」の向上 先決であり そのために日本・中国・西洋の言語 章に通じた 章家の出現 期待されるとす 。「東洋学会ノ前途」 「日本の文学」ともに西村の主張は西洋の学問・文章を十分に学ぶことによって日本の学問・文章を改良するという点で共通している。明言 いないが、帝大で行う は異なる方面と言っていることから 古典講習科生の進むべき方向として 大学における学術研究とは異な 、実用的かつ品格あ 文 改良や、同時期に始まる中等教育における「国語」教科への貢献などが期待されているものと思われ一方、 「修身」が初等・中等教育における筆頭教科になるのは、 「国語」よりもさらに早く、一八八一年のことである。一
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○明治十五年九月～ 六 七・和漢文学三年生「支那哲 」…（週四時間（















・古典講習科漢書課三・四期生「経学史学」…『周礼』輪講、 『左伝』質疑、 『書経』輪講○明治十七年九月～ 八 七・和漢文学三年生「支那哲学」・和漢文学一年生「漢文学」・哲学三年生「支那 」・古典講習科漢書課三年生「経 史学」・古典講習科漢書課一年生「史学」○明治十八年九月～十九年六月・哲学四年生和文 四 撰科 …（転出した中村正直を継承（
『周易』講授
・哲学三年生…「漢魏以来諸儒の説・孔門諸弟子 派の源流・諸子 術の異同」口授・和文学二年生…『周礼』講授・和文学一年生…『孟子』輪講・古典講習科漢書課 …『書経』蔡伝・ 『周礼』鄭注輪講、 『資治通鑑』質疑、 儀 鄭注講授、 『韓非子』輪講・古典講習科漢書課二 『左伝』輪講、 『詩経』毛伝輪講・ 『周礼』鄭注講義・ 『資治通鑑』質疑
（４（
明治十五年九月以降に開設された古典講習科漢書課学生向けの「経学史学」は、中国古典の専門家養成を期待して設けられただけに、















、 「宋儒の学案」 「諸子学術の要領」 （和二（
。
　































































「諸賢ノ脳中、西洋ノ 術ノ博大精密ナル者アリ日々進歩シテ止マザル者アリトイフコ ヲ忘ルヽコトナク 東洋ノ一隅ニ僻在シテ自ラ甘ンスルコト無カランコトヲ希フ」という一文も、西村の主張をよく示している。
（
1（
三島毅が学生に対して陽明学を稀に か説かなかったことは、当時の塾生の回想にもあり、また明治十年代の二松学舎の課程にも陽明学関係の書籍が見えないことからわかる。陽明学を説くことが稀であったのは三島の師山田方谷ゆずりとも言え、方谷は陽明学学習希望者にだけ随時『古本大学』を講じたと伝えられる。
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